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　津軽富士見湖に架かる「鶴の舞橋」は、青
森県産材木で造られた全長300mの「日本一長
い木の三連太鼓橋」で有名です。2020年に観
光施設「ここにもあるじゃ」が新設され、富
士見湖パークは観光交流や憩いの場として幅
広く活用できる可能性を有しています。
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鶴田町の個性を生かし、課題に向き合って将来の可能
性に変え、独自のまちづくりを進めます。
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　当町はスチューベン誕生の地、米国
ニューヨーク州と同じ北緯41度に位置し、
気候風土が似ていることから昭和40年代か
ら栽培を推進し、現在は日本一の生産量を
誇ります。地理的表示保護制度（GI）の「つ
るたスチューベン」を取得し、ブランド化
を進めています。販路の拡大や加工品開発
など多くの可能性を有しています。

　当町は白神山地を水源とする岩木川が南北に
流れ、南西には岩木山を見渡し、その麓には津
軽富士見湖があります。近隣には、弘前市、五
所川原市、つがる市があり、生活物資の供給や
教育・医療などで深い関わりを持っています。
また、新青森駅や青森空港にもアクセスが良く、
広域連携や観光、移住など多くの可能性を有し
ています。
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　当町では「０歳から高校生までの医療費の無
償化」、「０歳から２歳児の保育料無償化」、「保
育所等の副食費、学校給食費の無償化」の３つ
の無償化を実施しています。
　少子化、少母化が社会問題となっている中、
若い世代の移
住定住促進に
繋がる可能性
を有していま
す。

　1977年に米国オレゴン州フッドリバー市と姉妹都市
を提携し、以来、中学生大使や留学生の派遣など様々
な交流を通じて強い絆を育んできました。この国際交

流事業は人材
の育成に加え、
当町に興味を
持つ関係人口
の増加など多
くの可能性を
有しています。

毎年度の予算編成に当たっては、財政運営上、
必要性に基づいて行うものですが、そのほか長
期的課題については「実施計画（個別計画）」
を指針として予算編成を行っています。
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年度予算編成

基本計画で定めた施策体系に基づき、事業の目
標や目的を具体化し、達成するための計画。

実施計画（個別計画）

基本構想に掲げる町の将来像や目標を実現する
ために必要な手段や施策の体系。

基本計画

10年後の町の将来像や目標を明らかにし、実
現するための施策の方向性。

総合計画は「基本構想」・「基本計画」・「実施計画」
で構成され、毎年度の予算編成に反映されます。

基本構想

　当町は、これまでも令和４年度（2022年）を目標年
次とする第５次鶴田町総合計画「わの町ふるさとみ
らい計画」に沿ったまちづくりを進めてきました。
なかでも健康長寿のまちづくりとして、国の食育基
本法に先駆けた朝ごはん条例に基づき、独自の取り
組みを展開してきたところです。
　平成23年（2011年）の地方自治法の改正において、
国の地方分権改革推進計画に基づき、地方公共団体
の運営に関し、基本構想の策定義務が廃止されまし
た。しかし、多くの分野で策定されている実施計画
（個別計画）は、本計画を補完し具体化しているも
のであり、当町の最上位計画（最高方針）として位
置付けるもので、様々な変化に的確に対応し、継続
的な発展に向けた総合的かつ計画的な行政運営の指
針として、長期的な展望を示すため、新たに第６次
鶴田町総合計画をここに策定するものです。

第６次鶴田町総合計画

計画の
構成

当町は2004年に健康長寿の
まちづくりを掲げ、「鶴田町
朝ごはん条例」を制定し、
町民が一体となり食生活改
善や早寝早起き運動などの
活動に取り組んできました。
　食育基本法や朝ごはん条
例に基づき、当町ならでは
の施策を展開することで、
県内屈指の健康長寿のまち
となり得る可能性を有して
います。
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健全で効率的な
行財政運営の推進21

地域で実施する行事など
の情報発信を支援し、地
域の絆を深め、だれもが
安心して地域で過ごせる
「地域共生社会」の実現を
目指します。

地域コミュニティの
活性化20

「自分たちでまち
をつくる」とい
う意識のもと、
自らまちづくり
活動に参画する
町民主役のまち
を目指します。

町民主役・協働の推進19

災害発生時には、だれもが防災
情報を確認でき、安全に避難が
できる体制を整えます。また、
自助・共助意識の向上や地域防
災活動を促進し、全ての町民が
支え合うまちを目指します。

防災・減災対策の推進18

消防・救急体制の推進17

県や関係機関と連携して交通の
デジタル化等を推進するなど、
路線バスや地域巡回バス等の利
便性の向上を目指します。

地域住民の
移動手段の充実16

道路の舗装整備を促進し、公共
施設の集約化や複合化、多機能
化による再配置を検討するなど、
全ての人が公共施設を快適に利
用できるまちを目指します。

公共施設等の
計画的な更新・長寿命化15

雪が原因となる事故の無いまち、冬を
だれもが快適に過ごせるまちを目指し
ます。

冬でも快適に暮らせる
除排雪対策14

スポーツや文化芸術の
指導者の発掘・育成等
に努め、子どもたちを
はじめ全ての町民が生
きがいを持てる魅力あ
るまちを目指します。

社会教育環境の
整備13

全ての子どもが、精神
面や経済的な不安を抱
えることなく、元気に
毎日登校したいと心か
ら思える学校のあるま
ちを目指します。

学校教育環境の
整備12

親も子も心にゆとりを持
ち、安心して楽しく子育
てができ、家庭と仕事の
両立ができるまちを目指
します。

少子化対策と
子育て環境の充実

ゴミ排出量の抑制に努
め、自然エネルギーの積
極的活用による循環型社
会を構築し、住み続けら
れるまちを目指します。

生活環境対策10
町民の生きがいづくりや健
康増進を図り、全ての人が
助け合いながら命を大切に
健康で長生きできる健康長
寿のまちを目指します。

健康増進対策と医療09
安全・安心の確保のため、防犯・交
通安全対策を強化し交通事故の
ないまち、互いを見守り合う犯罪
のないまちを目指します。

防犯・交通安全対策08

地域全体で支え合い見守り合う
地域づくりを実現させ、住み慣
れた地域で町民のだれもが高齢
になっても安心して暮らせるま
ちを目指します。

生きがいづくり創出と
孤独・孤立対策07

姉妹都市フッドリバー
市や友好都市さつま町
と、全ての町民が気軽
に交流できる環境づく
りに努め、地元高等学
校を含め、全ての子ど
もへの国際教育支援を
強化し、希望あふれる
まちを目指します。

国内外友好交流の推進06

移住先として多くの人に選んで
もらう魅力あふれるまち、子育て
世代がいつまでも住み続けられ
る心温かいまちを目指します。

住みたいと思ってもらえる
施策の推進05

鶴の舞橋を主とした
観光の推進04

1-1

魅力ある資源を活かした観光振興1-2

親も子もゆとりを持てる
施策の推進4-1

安全・安心な
都市基盤の整備5-1

公共交通ネットワークの整備5-2

地域コミュニティの活性化5-6

健全で効率的な行財政運営の推進5-7

消防・救急体制の推進5-3

町民主役・協働の推進5-5

防災体制の推進5-4

国内外交流の推進2-2

移住・定住受け入れ対応の
強化と情報提供の充実2-1

ともに支え合い見守り合う
共生社会の構築3-1

身も心も健康で長生きできる
暮らしの実現3-2

現在（いま）も未来も
快適に暮らせる
地球に優しい
環境づくり

3-3

次代を担う子どもを育成する
義務教育環境の充実4-2

郷土への愛着と自己の向上を
目指す社会教育の促進4-3

商工会等と連携し地域消費拡大
や事業者支援を推進します。ま
た、融資保証制度や起業・創業
支援の強化を図り、活力あるま
ちを目指します。

商工業事業者の
経営基盤強化の推進03

つるたスチューベンの一層のブ
ランド化を図り販路拡大や加工
品の開発支援を促進します。ま
た、６次産業化や冬の農業に取
り組む農家への支援に努め、収
益向上を目指します。

特産品のブランド力
強化と収益向上02

次世代を担う若者や新規就農
者、女性農業者の支援に努め、
農福連携を図り、スマート農業
技術や省力技術の導入を推進
し、農業の生産性向上と経営基
盤強化を目指します。

人材育成と
農業経営基盤の強化01

若い世代から選ばれる
まちづくり

まちづくりの柱

基本構想

安定した財政基盤の強化に取り組み、町
民にわかりやすい行財政情報の共有化に
努め、事務事業の見直しや組織改革を行
い、明るく開
かれたまちを
目指します。
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「鶴の舞橋」にだれもが訪れた
くなるよう魅力を高め、町民が
誇りに思う観光地
を目指します。ま
た、イベントの充
実を図り活気ある
まちを目指します。

多様化する災害及び救急に対し
て効率的、効果的、かつ絶対的な

消防力を備え、町
民からも信頼さ
れた魅力ある消
防団を有し、だれ
もが安心して暮
らせるまちを目
指します。


